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新 日 本 婦 人 の 会 目 的

☆核戦争の危険から女性と子どもの生命を

まもります。

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻止し

ます。

☆生活の向上、女性の権利、子どものしあわ

せのために力をあわせます。

☆日本の独立と民主主義、女性の解放をか

ちとります。

☆世界の女性と手をつなぎ、永遠の平和を

うちたてます。

新日本婦人の会は国連に認証されたＮＧＯです
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ふせ・ゆうじん 1976年生まれ。ジャーナ

リスト、元『平和新聞』編集長。著書に『日

米密約 裁かれない米兵犯罪』（岩波書

店）、『経済的徴兵制』（集英社）、『日報隠蔽

南スーダンで自衛隊は何を見たのか』

（共著、集英社）など。平和協同ジャーナ

リスト基金賞、ＪＣＪ賞、石橋湛山記念早

稲田ジャーナリズム大賞などを受賞。
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